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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯機の筐体と、
　前記筐体内に弾性支持される外槽と、
　前記外槽内に回転自在に支持される回転ドラムと、を備えたドラム式洗濯機であって、
　前記筐体は、この筐体の前面カバーの上部と、前記筐体の上面部に設けられた上面カバ
ーの前端部との間の傾斜部に、操作パネル、及び、洗剤を投入する洗剤投入部を有し、
　前記洗剤投入部は、この洗剤投入部の上面に設けられた開口部と、
　後端部の軸部を中心として上方向に回動して前記開口部を開く洗剤蓋と、
　この洗剤投入部の高さ寸法内の壁部に設けられ、当該洗剤投入部内に給水する給水口と
、を有している
　ことを特徴とするドラム式洗濯機。
【請求項２】
　前記洗剤投入部は、複数種の洗剤をそれぞれ投入する洗剤投入室が区画形成され、
　この複数の洗剤投入室は、前記筐体の間口方向に並べて配置されている
ことを特徴とする請求項１に記載のドラム式洗濯機。
【請求項３】
　前記洗剤投入部は、前記筐体の上部に形成された洗剤投入部設置口に設けられた洗剤ボ
ックスと、
　この洗剤ボックス内に着脱可能に装着され、前記開口部及び前記給水口を有する洗剤ケ
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ースと、
　この洗剤ケースの開口縁部に掛止され、前記給水口から噴射される水の流れを内底方向
に規制する遮蔽板と、
　前記洗剤ボックスに回動自在に軸支され、前記開口部を開閉する洗剤蓋と、を備えてい
る
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のドラム式洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類等の洗濯を行うドラム式洗濯機（ドラム式洗濯乾燥機）に関し、特に洗
剤を投入する洗剤投入部の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯機には、ドラム式洗濯機と縦型洗濯機がある（例えば、特許文献１及び特許文献２
参照）。縦型洗濯機の場合は、筐体の上面にあるトップカバーを開いて、洗濯機の上面か
ら洗濯物を出し入れする。一方、ドラム式洗濯機の場合は、筐体の正面にある蓋を手前側
に開いて正面から洗濯物を出し入れする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１１３９７７号公報（図１～図３、図９）
【特許文献２】特開２０１１－５５９８０号公報（図１、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ドラム式洗濯機は、洗濯に使用する水が少なくてすむことなどから人気があるものの、
縦型洗濯機よりも洗濯物の出し入れがし難いという問題がある。
　そこで、本発明は、洗剤投入部の高さ方向の省スペース化を図り、回転ドラムと、洗濯
物を出し入れする扉との位置を従来よりも高い位置に配置して、楽な姿勢で洗濯物を出し
入れすることができるドラム式洗濯機を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、本発明に係るドラム式洗濯機は、洗濯機の筐体と、前記筐
体内に弾性支持される外槽と、前記外槽内に回転自在に支持される回転ドラムと、を備え
たドラム式洗濯機であって、前記筐体は、この筐体の前面カバーの上部と、前記筐体の上
面部に設けられた上面カバーの前端部との間の傾斜部に、操作パネル、及び、洗剤を投入
する洗剤投入部を有し、前記洗剤投入部は、この洗剤投入部の上面に設けられた開口部と
、後端部の軸部を中心として上方向に回動して前記開口部を開く洗剤蓋と、この洗剤投入
部の高さ寸法内の壁部に設けられ、当該洗剤投入部内に給水する給水口と、を有している
ことを特徴とする。
【０００６】
　この構成によれば、ドラム式洗濯機は、洗剤を投入する洗剤投入部内に給水する給水口
が、この洗剤投入部の高さ寸法内の壁部に設けられていることによって、洗剤投入部の高
さを低くできることにより、洗剤投入部の高さを低くした分だけ、洗濯機の回転ドラムと
、洗濯物を回転ドラムに出し入れする扉との位置を高い位置に配置して、洗濯物の出し入
れを楽な姿勢で行えるようにすることができる。
　また、ドラム式洗濯機は、洗剤投入部の洗剤蓋が、後端部の軸部を中心として上方向に
回動して開くため、従来の洗剤トレイを前後方向に引出して使用する引出タイプの洗剤投
入部と比較して、洗剤トレイを引出さない分だけ、洗剤蓋開放時の洗濯機全体の前後方向
の寸法を小さくすることができる。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、洗剤投入部の高さ方向の省スペース化を図り、回転ドラムと、洗濯物
を出し入れする扉との位置を従来よりも高い位置に配置して、楽な姿勢で洗濯物を出し入
れすることができるドラム式洗濯機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１実施形態に係るドラム式洗濯機を示す外観斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤投入部への給水経路を
示す要部概略斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤投入部の分解斜視図で
ある。
【図４】本発明の第１実施形態に係るドラム式洗濯機の洗剤投入部から遮蔽板を取り外し
た状態を示す要部斜視図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤ボックスの背面図であ
る。
【図６】本発明の第１施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤ケースを示す図であり、
（ａ）は平面図、（ｂ）は背面図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機を示す外観斜視図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤投入部への給水経路を
示す要部概略斜視図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤投入部の分解斜視図で
ある。
【図１０】本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤投入部を示す要部斜
視図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機における遮蔽板を示す図であり、
（ａ）は背面図、（ｂ）は右側面図である。
【図１２】洗剤投入部の洗剤蓋を閉塞した状態のときの図１０のＸ－Ｘ線断面図である。
【図１３】洗剤投入部の洗剤蓋を閉塞した状態のときの図１０のＹ－Ｙ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
　図１に示すように、この発明のドラム式洗濯機Ａは、少なくとも洗剤投入部４を備えた
洗濯機であれば適応可能であり、不図示の電熱ヒータや電動送風機等の乾燥機構を備えた
ドラム式洗濯乾燥機であってもよい。以下、ドラム式洗濯機Ａ（以下、適宜に「洗濯機Ａ
」ともいう）を例に挙げて説明する。
【００１０】
［第１実施形態］
　まず、本発明の第１実施形態を、図１～図６を参照して説明する。
≪洗濯機の構成≫
　図１に示すように、洗濯機Ａ（ドラム式洗濯機）は、この洗濯機Ａの筐体１の上面部に
洗剤投入部４が設けられ、筐体１の前面部に衣類等の洗濯物を出し入れする衣類投入口１
ｂが設けられて、略ドラム形の回転ドラム３の回転軸がやや斜めになっており、その回転
軸回りに回転ドラム３が回転することによって、衣類投入口１ｂから投入された衣類を洗
濯する装置である。洗濯機Ａは、それぞれ後記する筐体１、外槽２、回転ドラム３、洗剤
投入部４、給水ユニット５、操作パネル６、ダンパ７、扉８等を備えている。
【００１１】
≪筐体の構成≫
　図１に示すように、筐体１は、ドラム式洗濯機Ａの外観形状を形成すると共に、その洗
濯機Ａの構成部品を包み込んで保持するハウジングである。この筐体１は、外郭が鋼板と



(4) JP 5887397 B2 2016.3.16

10

20

30

40

50

樹脂成型品とを組み合わせて略箱形形状に形成されている。筐体１には、前面に設けられ
た前面カバー１ｃに前記衣類投入口１ｂが形成され、前面カバー１ｃの内側にベローズ（
図示省略）、外槽２、回転ドラム３、モータ（図示省略）等が配置されている。筐体１に
おいて、前面カバー１ｃの上部と、上面に設けられた上面カバー１ｄの前端部との間には
、前記洗剤投入部４が設けられる洗剤投入部設置口１ａと、操作パネル６が設けられる操
作パネル設置口１ｅと、が形成されている。上面カバー１ｄの下には、前記給水ユニット
５、給水管Ｐ１，Ｐ２、洗剤送出管Ｐ３（図２参照）等が内設されている。筐体１内の下
部には、ダンパ７、排水ホース（図示省略）、ベース９等が設置されている。
【００１２】
　洗剤投入部設置口１ａには、この洗剤投入部設置口１ａの周縁部下面に洗剤ボックス４
１のフランジ部４１ａ（図２参照）が固定されると共に、洗剤投入部設置口１ａの開口端
内側に、洗剤蓋４４の上面が、上面カバー１ｄと面一の状態に閉塞するように上下方向に
開閉自在に軸支されている。洗剤投入部設置口１ａは、上面カバー１ｄの前端部左側に横
長に形成されている。
【００１３】
　洗剤投入部４の後側の上面カバー１ｄ内には、図２に示すように、給水ユニット５、洗
剤給水電磁弁１１、給水ホース接続口１２、吸湯ホース接続口１３、給水管Ｐ１，Ｐ２、
洗剤送出管Ｐ３等の給水に関連する部品が設けられている。
【００１４】
　図１に示すように、操作パネル設置口１ｅには、操作パネル６が内嵌される部位であり
、上面カバー１ｄの前端部の洗剤投入部設置口１ａの隣に横長に形成されている。その操
作パネル６は、筐体１の上部前端部右側に配置され、電源スイッチ、各種操作ボタン、表
示器等が設けられている。
　前記筐体１において、洗剤投入部設置口１ａ及び操作パネル設置口１ｅの周縁部下面に
は、不図示の補強部材が設置されている。
【００１５】
≪外槽の構成≫
　外槽２は、洗い及びすすぎの際に、使用する水が注がれて一時的に貯留されるドラム形
の水槽であり、衣類投入口１ｂ側が開口された有底円筒体からなる。外槽２の後部底面に
は、一端側内に回転ドラム３が回転自在に軸支され、他端側にモータ（図示省略）の回転
軸が軸支されている。外槽２の内側には、前記回転軸を後部底面に固定した回転ドラム３
が、その回転軸を軸支することで、回転可能な状態に収納されている。その外槽２は、前
面部が、ベローズ（図示省略）によって筐体１の前側内壁に弾性的に支持され、下面部が
、ダンパ７により弾性的に支持され、さらに、上面部が、補助ばね（図示省略）で筐体１
の天井面に弾性的に吊り下げられている。
【００１６】
≪回転ドラムの構成≫
　図１に示すように、前記回転ドラム３は、洗濯する衣類が収容される内槽であり、前端
が開口された有底円筒状（ドラム形状）に形成された洗濯槽（洗濯槽兼乾燥槽）である。
回転ドラム３には、この内部及び外部に水が流通する多数の孔が穿設されている。回転ド
ラム３は、底面中心に不図示の回転軸を介在してモータ（図示省略）に連結されて、その
モータによって回転されるようになっている。
　なお、回転ドラム３の高さ位置について、後記するように、洗剤投入部４が上面給水で
はなく、側面（背面）給水であるので、上面から給水するものよりも、洗剤投入部４の厚
さを薄くすることができる。その分、回転ドラム３を高い位置に配置している。
【００１７】
≪洗剤投入部の構成≫
　図１に示すように、前記洗剤投入部４は、粉末洗剤、液体洗剤（あるいは漂白剤）、ソ
フト仕上剤（柔軟剤）等の洗剤が投入される部位であり、例えば、筐体１の上面左側前端
部に配置されている。洗剤投入部４は、上面部に配置された洗剤蓋４４を上下方向に回動
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させて開口部４ａを開放すれば、洗剤や柔軟剤をそれぞれ投入可能な洗剤投入室４０が現
れて、それぞれの洗剤を投入することができるようになっている。
【００１８】
　この洗剤投入部４は、筐体１に装着される洗剤ボックス４１と、この洗剤ボックス４１
内に着脱可能に装着され洗剤ケース４２と、洗剤ボックス４１に着脱自在及び開閉自在に
軸支される洗剤蓋４４と、サイホン（図示省略）と、水を洗剤投入部４内に供給する給水
管Ｐ１，Ｐ２（図２参照）と、洗剤投入部４内の洗剤及び水を外槽２内に供給する洗剤送
出管Ｐ３（図２参照）と、給水ユニット５等を有している。洗剤投入部４は、この洗剤投
入部４の後側側面に連結される給水管Ｐ１，Ｐ２（図２参照）によって水が側方（後側側
壁）から洗剤投入室４０内（洗剤ケース４２内）に供給される所謂側方方式の供給部であ
る。
　なお、洗剤投入室４０（粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ、ソフト仕上剤
投入室４０Ｃ）は、空間（場所）の名称であり、洗剤ケース４２により区画される。
【００１９】
　図１に示すように、開口部４ａは、前記筐体１の洗剤投入部設置口１ａ内に内嵌するよ
うに開閉可能に軸支された洗剤蓋４４によって開閉される略容器形状の洗剤ケース４２（
洗剤ボックス４１）の開口部位である。開口部４ａは、原則として、洗剤を投入する際に
洗剤蓋４４を開放して、それ以外ときは洗剤蓋４４で閉塞されている。
【００２０】
≪洗剤ボックスの構成≫
　図１に示すように、前記洗剤ボックス４１は、筐体１の上面前側左端部に形成された洗
剤投入部設置口１ａに挿着される外ケース体であり、合成樹脂によって形成されている。
洗剤ボックス４１は、平面視して左右方向に長い長方形をしている。
　図３に示すように、洗剤ボックス４１には、それぞれ後記するフランジ部４１ａ、係止
孔４１ｂ、係止部４１ｃ、ねじ挿入孔４１ｄ、段差部４１ｅ、軸支片４１ｆ、洗剤ケース
収納部４１ｇ、後側側壁４１ｈ、給水管挿着部４１ｉ，４１ｊ、洗剤送出管挿着部４１ｋ
、ロック爪４１ｍ，４１ｎ，４１ｏ（図５参照）、傾斜底面部４１ｐ、リブ４１ｑ等が一
体形成されている。
【００２１】
　フランジ部４１ａは、洗剤ボックス４１の外周部に形成された四角形の鍔状部位（枠状
部位）であり、図１に示す洗剤投入部設置口１ａの周縁の前面カバー１ｃ、上面カバー１
ｄ及び操作パネル６の下側に隠れた状態に配置されている。フランジ部４１ａには、係止
孔４１ｂ、係止部４１ｃ及びねじ挿入孔４１ｄが形成されている。
【００２２】
　図３に示す係止孔４１ｂは、洗剤投入部設置口１ａの周縁部に配置された補強部材（図
示省略）、及び、筐体１に突出形成された弾性係止片（図示省略）が係合する矩形の孔で
あり、フランジ部４１ａに複数形成されている。
【００２３】
　係止部４１ｃは、洗剤投入部設置口１ａの周縁部、補強部材（図示省略）及び操作パネ
ル６に形成された係止部位（図示省略）に係止する弾性係止片であり、フランジ部４１ａ
に複数形成されている。
　ねじ挿入孔４１ｄは、補給部材（図示省略）にフランジ部４１ａをねじ止めするねじ（
図示省略）が挿入される孔であり、フランジ部４１ａに複数形成されている。
【００２４】
　つまり、前記洗剤ボックス４１は、フランジ部４１ａの係止孔４１ｂ及び係止部４１ｃ
を、洗剤投入部設置口１ａ（図１参照）の周縁部の補強部材（図示省略）、筐体１及び操
作パネル６（図１参照）に設けられた不図示の弾性係止片または係合部に弾性支持するこ
とで保持されると共に、さらに、フランジ部４１ａのねじ挿入孔４１ｄを補強部材にねじ
止めすることによってしっかりと固定されている。
【００２５】
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　図３に示すように、段差部４１ｅは、前記フランジ部４１ａの内縁側に、洗剤蓋４４の
厚さ分だけ一段下がった状態に形成された環状部位であり、側面視して洗剤ケース収納部
４１ｇの開口端に前下がりの平らな斜面状に形成されている（図１参照）。この段差部４
１ｅには、左右の後側両端部に、洗剤蓋４４の軸部４４ａ，４４ｂが回動自在に軸合され
る軸支片４１ｆ，４１ｆが上方向に向けて突設されている。段差部４１ｅの斜めの平らな
表面には、洗剤蓋４４を閉じた際に、洗剤蓋４４の内側面の周縁部に設けられたパッキン
部材４４ｄの先端面が密着する。段差部４１ｅの洗剤ケース収納部４１ｇの開口端内には
、洗剤ケース４２の開口縁部４２ａが略面一に内嵌されている。
【００２６】
　図３に示すように、ノブ係止部４１ｕは、洗剤蓋４４を閉じた際に、開閉ロックノブ４
４ｅが係止して閉塞状態を保持する部位であり、フランジ部４１ａの前端部中央に形成さ
れている。ノブ係止部４１ｕは、例えば、フランジ部４１ａから洗剤ケース収納部４１ｇ
の方向（後方向）に向かって突出した凸部からなる。
　このように環状の段差部４１ｅには、洗剤蓋４４が洗剤投入室４０を開閉するように回
動自在に配置されて、洗剤蓋４４を閉めた際に、環状のパッキン部材４４ｄの先端全体が
弾接し、洗剤ケース４２を内嵌した洗剤ケース収納部４１ｇ内が密閉状態に保持される。
【００２７】
　図３に示すように、軸支片４１ｆ，４１ｆは、洗剤蓋４４の軸部４４ａ，４４ｂを着脱
可能な状態に軸支する軸孔を有する左右一対の弾性舌片からなり、段差部４１ｅの後側の
左右端部から上方向に向かって突設されている。
【００２８】
　洗剤ケース収納部４１ｇは、洗剤ケース４２の洗剤投入室４０が挿入されると共に、洗
剤ケース４２内から流出して落下した洗剤や水を受ける窪みであり、平面視して略長方形
に形成されている。洗剤ケース収納部４１ｇは、段差部４１ｅの中心側（内側）に、背面
視して底面が左下がりに斜めに形成された四角の容器状からなる。
【００２９】
　後側側壁４１ｈは、洗剤ケース収納部４１ｇの後側側面を形成する側壁であり、給水管
Ｐ１，Ｐ２及び洗剤送出管Ｐ３の先端部が接続される給水管挿着部４１ｉ，４１ｊ及び洗
剤送出管挿着部４１ｋが設けられている部位である。洗剤ケース収納部４１ｇの内側の後
側側壁４１ｈには、洗剤ケース４２の給水口４２ｃ，４２ｄに合致する位置（延長線上の
位置）に給水管挿着部４１ｉ，４１ｊが形成され、左側下端部に洗剤送出管挿着部４１ｋ
が形成されている。後方から見た図５に示すように、後側側壁４１ｈの外壁面には、円筒
状の給水管挿着部４１ｉ，４１ｊ及び洗剤送出管挿着部４１ｋがそれぞれ後方に向けて突
出形成されている。
【００３０】
　図５に示すように、給水管挿着部４１ｉ，４１ｊ及び洗剤送出管挿着部４１ｋは、給水
管Ｐ１，Ｐ２及び洗剤送出管Ｐ３の先端部を接続するジョイント部であり、円筒状の突出
部位の外周にそれぞれ給水管Ｐ１，Ｐ２及び洗剤送出管Ｐ３の端部に形成された係止部（
図示省略）が係止するロック爪４１ｍ，４１ｎ，４１ｏが形成されている。
　給水管挿着部４１ｉは、背面視及び側面視して、後側側壁４１ｈの略中央部位に設置さ
れて、後記する給水口４２ｃに連通している（図４参照）。
　給水管挿着部４１ｊは、背面視して後側側壁４１ｈの右寄りの位置に前方向に向けて形
成されて、後記する給水口４２ｄに連通している（図４参照）。
　洗剤送出管挿着部４１ｋは、背面視して後側側壁４１ｈの左下端部の位置に前後方向に
向けて設置されて、後記する傾斜底面部４１ｐの最も低い位置に形成されている。
【００３１】
　図３に示すように、傾斜底面部４１ｐは、洗剤ケース収納部４１ｇの内側底面であり、
右側から左側方向の洗剤送出管挿着部４１ｋに向かって斜めに下降するように形成されて
いる。
　リブ４１ｑは、洗剤ケース収納部４１ｇ内に洗剤ケース４２を内嵌させた際に、粉末洗
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剤投入室４０Ａの下面が当接して支持される支柱である。このリブ４１ｑは、平面視して
Ｊ字状（略半円筒状）に形成され、洗剤送出管挿着部４１ｋの洗剤ケース収納部４１ｇ側
の前側周辺を適宜な間隔を介して囲むように配置されている。
【００３２】
≪洗剤ケースの構成≫
　図３に示すように、洗剤ケース４２は、洗剤ボックス４１内に着脱可能に装着される内
ケース体であり、前記のように洗剤投入室４０が粉末洗剤投入室４０Ａと、液体洗剤投入
室４０Ｂと、ソフト仕上剤投入室４０Ｃとに区画されている。また、洗剤ケース４２は、
洗剤蓋４４を開放して開口部４ａから洗剤が投入されると共に、その洗剤を溶かして流す
水が給水口４２ｃ，４２ｄから給水される。洗剤ケース４２には、それぞれ後記する開口
縁部４２ａ、壁部４２ｂ、給水口４２ｃ，４２ｄ、内底４２ｅ，４２ｆ，４２ｇ、流出口
４２ｈ，４２ｉ，４２ｊ、内筒部４２ｋ，４２ｍ、切欠部４２ｎ、仕切板４２ｏ，４２ｐ
、側口４２ｑ、後側切欠部４２ｒ、前側切欠部４２ｓ等が一体形成されている。
　また、前記のとおり、サイホンは省略してある。すなわち、内筒部４２ｋ，４２ｍに被
せてサイホンを形成して、液体洗剤投入室４０Ｂ、ソフト仕上剤投入室４０Ｃに溜まった
水を流出口４２ｉ，４２ｊから排出させるキャップは省略してある。
【００３３】
＜開口縁部及び壁部の構成＞
　図４に示すように、開口縁部４２ａは、洗剤ケース４２の上部周縁部に形成された枠状
部位であり、洗剤ケース収納部４１ｇ内に着脱自在に内嵌されている。つまり、洗剤ケー
ス４２は、洗剤ボックス４１に対して着脱自在に係合され、洗剤ケース４２が汚れた場合
に、洗剤ボックス４１から取り外して洗浄できるようになっている。
　壁部４２ｂは、洗剤投入室４０の側壁であり、洗剤投入室４０の内壁側が洗剤ケース４
２によって形成されている。
【００３４】
＜給水口の構成＞
　図４に示すように、給水口４２ｃ，４２ｄは、洗剤投入部４内にそれぞれ水を噴射して
給水する部位であり、壁部４２ｂの後方側から洗剤投入部４内に水がそれぞれ流入するよ
うに形成された左右２つの吐出口からなる。給水口４２ｃ，４２ｄは、いずれも、洗剤投
入部４の高さ寸法Ｈ（図５参照）以内の壁部４２ｂの位置（高さＨよりも低い位置）に設
けられている。
【００３５】
　換言すると、図５に示すように、給水口４２ｃ，４２ｄ及び給水管挿着部４１ｉ，４１
ｊは、側面視して洗剤ボックス４１の開口縁最下端部４１ｔ（図１２及び図１３参照）よ
りも下方の位置に形成されて、後記する第２実施形態の遮蔽板４３が取り付けられてない
場合でも、給水口４２ｃ，４２ｄから前方に向けて噴射された水が、洗剤投入部４から外
部に流出したり、飛散したりし難いように配置されている。
　また、図１に示すように、給水口４２ｃ，４２ｄは、洗剤ケース４２の壁部４２ｂに配
置されていることにより、給水ユニット５を洗剤ボックス４１の後方に配置できるため、
給水ユニット５の高さ分だけ、洗剤投入部４の高さを低く設定して、回転ドラム３と、洗
濯物を出し入れする扉８との位置を高い位置に設定することに寄与することができる。
【００３６】
　図４に示すように、左側の給水口４２ｃは、三つに区分けされた洗剤投入室４０のうち
の左側の粉末洗剤投入室４０Ａと、中央側の液体洗剤投入室４０Ｂとに跨るそれらの中間
位置の壁部４２ｂに形成されて、粉末洗剤投入室４０Ａ及び液体洗剤投入室４０Ｂに同時
に同量の水を給水する口である。給水口４２ｃから噴射された水は、その給水口４２ｃの
前方に配置された仕切板４２ｏの左右側面に沿って流出した後、粉末洗剤投入室４０Ａ及
び液体洗剤投入室４０Ｂ内を、平面視して内壁に沿って渦を描くように流れて洗剤を溶か
す。
【００３７】
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　図５に示すように、左側の給水口４２ｃの後側には、洗剤ボックス４１に形成された給
水管挿着部４１ｉ内に挿着された給水管Ｐ１の先端部が内嵌されている。
　右側の給水口４２ｄの後側には、前記左側の給水口４２ｃと同様に、洗剤ボックス４１
に形成された給水管挿着部４１ｊ内に挿着された給水管Ｐ２の先端部が係合されている。
【００３８】
＜係合突起の構成＞
　また、図４に示すように、給水口４２ｃ，４２ｄの後面部には、給水管Ｐ１，Ｐ２の先
端部上側半体部位が係合する半円状の係合突起４２ｔ，４２ｕがそれぞれ形成されている
。この係合突起４２ｔ，４２ｕは、給水管Ｐ１，Ｐ２の先端部上側半体部位が係合するこ
とにより、洗剤ケース４２を洗剤ケース収納部４１ｇ内に安定した状態で支持する役目も
果たす（図６（ａ）、（ｂ）参照）。
【００３９】
＜内底の構成＞
　内底４２ｅ，４２ｆ，４２ｇは、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂとソフ
ト仕上剤投入室４０Ｃとにそれぞれ区画された各洗剤投入室４０に形成されている。
　流出口４２ｈ，４２ｉ，４２ｊは、各粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ及
びソフト仕上剤投入室４０Ｃ内にある洗剤及び水を、洗剤ケース４２の下側の洗剤ボック
ス４１の傾斜底面部４１ｐ上に排出するための管路であり、各洗剤投入室４０内の内底４
２ｅ，４２ｆ，４２ｇに形成されている。
【００４０】
＜流出口及び側口の構成＞
　図３に示すように、流出口４２ｈ（図６（ｂ）参照）の下方部位は、円筒状に形成され
、洗剤ケース４２を洗剤ボックス４１に内嵌した際に、その円筒状の流出口４２ｈが略半
円状のリブ４１ｑ内に係合されて支持されるように組み付けられる。流出口４２ｈ内には
、異物が通過するのを防止する十字状の通過防止部が形成されている。
　また、洗剤ケース４２のソフト仕上剤投入室４０Ｃの下面には、洗剤ボックス４１の傾
斜底面部４１ｐの上面に当接する支柱４２ｖが下方に向けて突設されている。
　側口４２ｑは、粉末洗剤投入室４０Ａの左側側壁に形成された横孔であり、流出口４２
ｈ，４２ｉ，４２ｊに連通している。
【００４１】
＜整流板の構成＞
　図４に示すように、仕切板４２ｏは、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂを
仕切る隔壁であり、この仕切板４２ｏの前後端部には、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤
投入室４０Ｂとに連通する後側切欠部４２ｒ及び前側切欠部４２ｓが形成されている。粉
末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂ内の水は、後側切欠部４２ｒ及び前側切欠部
４２ｓを通って自由に粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂとの間を往来可能に
なっている。
【００４２】
＜後側切欠部の構成＞
　図４に示すように、後側切欠部４２ｒは、給水口４２ｃに前方にある仕切板４２ｏの上
側後端部を切欠形成されて、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂとを連通させ
た流路である。このため、仕切板４２ｏの上側後端部は、側面視して溝状（凹部状）に形
成されている。
【００４３】
＜前側切欠部及び仕切板の構成＞
　前側切欠部４２ｓは、仕切板４２ｏの上側前端部を前下りに傾斜するように切欠形成さ
れて、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂとを連通させた流路となる部位であ
る。このため、仕切板４２ｏの上側後端部は、側面視して三角溝状に形成されている。
　仕切板４２ｐは、液体洗剤投入室４０Ｂとソフト仕上剤投入室４０Ｃとを仕切る隔壁で
ある。
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【００４４】
＜洗剤投入室の構成＞
　図６（ａ）に示すように、洗剤投入室４０は、洗剤が投入される窪みであり、仕切板４
２ｏと仕切板４２ｐとによって三つに区画形成されている。その洗剤投入室４０は、粉末
洗剤が投入される粉末洗剤投入室４０Ａと、液体洗剤が投入される液体洗剤投入室４０Ｂ
と、ソフト仕上剤が投入されるソフト仕上剤投入室４０Ｃとが、筐体１（図１参照）の間
口方向に並べて配置されてなる。
【００４５】
＜粉末洗剤投入室の構成＞
　図４に示すように、粉末洗剤投入室４０Ａには、内底４２ｅに流出口４２ｈが形成され
、壁部４２ｂに側口４２ｑが形成されている。給水口４２ｃから粉末洗剤投入室４０Ａ内
に供給された水は、時計回り方向に渦を捲くように流れて粉末洗剤を溶かして流出口４２
ｈ、側口４２ｑから洗剤ボックス４１内に流れ込む。
【００４６】
＜液体洗剤投入室の構成＞
　液体洗剤投入室４０Ｂには、内底４２ｆに流出口４２ｉを有する内筒部４２ｋが形成さ
れている。給水口４２ｃから液体洗剤投入室４０Ｂ内に供給された水は、反時計回り方向
（矢印ｊ方向）に渦を捲くように流れて液体洗剤を薄めてサイホン（図示省略）内の流出
口４２ｉから洗剤ボックス４１内に流れ込む。給水口４２ｃの中央部前方には、仕切板４
２ｏが配置されて、給水口４２ｃから噴射された水が、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤
投入室４０Ｂとに均等に二分されるようになっている。仕切板４２ｏは、後側切欠部４２
ｒ及び前側切欠部４２ｓがあるので、粉末洗剤投入室４０Ａと液体洗剤投入室４０Ｂとに
大きな水位の差が出ないようになっている。
【００４７】
　ソフト仕上剤投入室４０Ｃには、内底４２ｇに流出口４２ｊを有する内筒部４２ｍが形
成されている。給水口４２ｄからソフト仕上剤投入室４０Ｃ内に供給された水は、時計回
り方向（矢印ｋ方向）に渦を捲くように流れてソフト仕上剤を薄めてサイホン（図示省略
）内の流出口４２ｊから洗剤ボックス４１内に流れ込む。
【００４８】
≪サイホンの構成≫
　図３において、サイホンを構成する外筒部（キャップ）は、省略してあるが、液体洗剤
投入室４０Ｂ内に存在する水を外筒部（図示省略）と内筒部４２ｋとの隙間内に吸い上げ
て、内筒部４２ｋの流出口４２ｈから流出させるものとする。この点は、ソフト仕上剤投
入室４０Ｃにおいても同じであるので説明を省略する。
【００４９】
　図３に示すように、内筒部４２ｋは、液体洗剤投入室４０Ｂの内底４２ｆから上方向に
向けて突出形成された円筒状の流出路であり、洗剤ケース４２に一体形成されている。こ
の点は、内筒部４２ｍも同じである。
　なお、内筒部４２ｋ，４２ｍの外周部の下端部には、六つの補強リブが６０度の等間隔
で放射方向に向けて形成されて補給されている。
【００５０】
≪洗剤蓋の構成≫
　図３に示すように、洗剤蓋４４は、洗剤ボックス４１に回動自在に軸支され、開口部４
ａを開閉する蓋部材であり、洗剤蓋４４の基端部の左右に設けられた軸部４４ａ，４４ｂ
を回動自在かつ着脱自在に軸支片４１ｆ，４１ｆに軸合して配置されている。洗剤蓋４４
には、後記する軸部４４ａ，４４ｂ、軸部操作ノブ４４ｃ、パッキン部材４４ｄ、開閉ロ
ックノブ４４ｅ、投入洗剤表示部４４ｆ，４４ｇ，４４ｈが形成されている。
【００５１】
＜軸部の構成＞
　軸部４４ａ，４４ｂは、洗剤蓋４４の基端部（後端部）の左右に設けられた円柱形状の
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突起からなる。左側の軸部４４ａは、軸部操作ノブ４４ｃと一体に左右方向に移動可能に
設けられて、外方向に向かって突出するようにばね部材（図示省略）によって常時押圧さ
れた状態に設けられている。
　そして、軸部操作ノブ４４ｃを右方向にスライドさせてばね部材（図示省略）を圧縮さ
せれば、軸部４４ａが洗剤蓋４４の左端面から没入して洗剤蓋４４を軸支片４１ｆ，４１
ｆから離脱できるようになっている。
　他方の軸部４４ｂは、洗剤蓋４４の右端面に一体形成した凸部状からなる。
【００５２】
＜パッキン部材の構成＞
　図３に示すように、パッキン部材４４ｄは、洗剤蓋４４を閉じた際に、洗剤ケース４２
の周囲の段差部４１ｅに密着状態に弾接して、洗剤投入室４０の洗剤及び水が外部に漏れ
るのを防止するパッキンである。このパッキン部材４４ｄは、矩形リング形状のゴム製部
材からなり、洗剤蓋４４の下面に固着されている。
【００５３】
＜開閉ロックノブの構成＞
　開閉ロックノブ４４ｅは、洗剤蓋４４の先端部中央に回動自在に弾性支持され、洗剤蓋
４４を閉めたときに自動的にノブ係止部４１ｕに係止して、洗剤蓋４４をロック・アンロ
ック状態に係止・離脱できるようになっている。開閉ロックノブ４４ｅは、使用者が指で
ノブを押しながら引き上げることで、開放できるようになっている。
【００５４】
＜投入洗剤表示部の構成＞
　投入洗剤表示部４４ｆ，４４ｇ，４４ｈは、前記パッキン部材４４ｄの基端側の内側側
縁部に設けられ、各粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ、ソフト仕上剤投入室
４０Ｃに投入する洗剤名を表示する部位である。投入洗剤表示部４４ｆ，４４ｇ，４４ｈ
は、パッキン部材４４ｄの外側にあるので、洗剤などが固着して、表示文字が見え難くな
ることを防止することができる。
　投入洗剤表示部４４ｆは、洗剤蓋４４において粉末洗剤投入室４０Ａの近傍の基端部に
配置され、例えば「粉末洗剤」の文字がシールまたは刻印によって表示されている。
　投入洗剤表示部４４ｇは、洗剤蓋４４において液体洗剤投入室４０Ｂの近傍の基端部に
配置され、例えば「液体洗剤」、「漂白剤」の文字がシールまたは刻印によって表示され
ている。
　投入洗剤表示部４４ｈは、洗剤蓋４４においてソフト仕上剤投入室４０Ｃの近傍の基端
部に配置され、例えば「ソフト仕上剤」の文字がシールまたは刻印によって表示されてい
る。
【００５５】
≪第１実施形態の作用≫
　次に、図１～図６を参照しながら本発明に係るドラム式洗濯機Ａにおける洗剤投入部４
等の動きと水の流れについての一例を工程順に説明する。
【００５６】
　図１に示す洗濯機Ａで洗濯する際には、まず、使用者は、扉８を開けて回転ドラム３内
に洗濯する衣類等の洗濯物を投入する。
　図３に示すように、給水口４２ｃ，４２ｄは、洗剤ケース４２の壁部４２ｂに配置され
ている。このため、給水口４２ｃ，４２ｄに水を供給するための給水ユニット５は、図２
に示すように、洗剤ボックス４１の後方に配置できるので、給水ユニット５の高さ分だけ
、洗剤投入部４の高さを低く設定して、回転ドラム３と、洗濯物を出し入れする扉８との
位置を高い位置に設定することができる。その結果、洗濯物を回転ドラム３内に出し入れ
する作業が行い易くなる。
【００５７】
　次に、操作パネル６にある電源スイッチをオンして、標準コース等を選択した後、スタ
ートボタンを操作すると、まず洗濯物の布量検出が行われる。そして、洗剤投入部４に投
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入する洗剤の量等が操作パネル６の表示部に表示される。
【００５８】
　使用者は、洗剤蓋４４の開閉ロックノブ４４ｅのロックを解除して洗剤蓋４４を上方向
に引き上げる。すると、洗剤投入部４が開放されて、粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投
入室４０Ｂ及びソフト仕上剤投入室４０Ｃへの洗剤の投入が可能となる。
【００５９】
　その場合、本発明のドラム式洗濯機Ａは、洗剤投入部４の洗剤蓋４４が、後端部の軸部
４４ａ，４４ｂを中心として上方向に回動して開くため、従来の洗剤トレイを前後方向に
引出して使用する引出タイプの洗剤投入部と比較して、洗剤トレイを引出さない分だけ、
洗剤蓋４４開放時の洗濯機Ａ全体の前後方向の寸法を小さくすることができる。
【００６０】
　次に、使用者は、操作パネル６の表示部に表示された規定量の粉末洗剤を粉末洗剤投入
室４０Ａに入れ、適宜に漂白剤を液体洗剤投入室４０Ｂに入れ、柔軟仕上剤をソフト仕上
剤投入室４０Ｃに入れて洗剤蓋４４を閉塞する。すると、図２に示すように、洗濯機Ａは
、洗い工程を開始し、洗剤給水電磁弁１１が開き、水道水が給水管Ｐ１から粉末洗剤投入
室４０Ａ，液体洗剤投入室４０Ｂ内に流入される。
【００６１】
　なお、図５に示すように、洗剤を洗剤投入部４に投入する場合、洗剤蓋４４を開放した
ときに、粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ及びソフト仕上剤投入室４０Ｃの
上部近傍の洗剤蓋４４の投入洗剤表示部４４ｆ，４４ｇ，４４ｈにシール等によって洗剤
名が表示されているため、投入する洗剤を間違えるのを防止することができる。
【００６２】
　この場合、投入洗剤表示部４４ｆ，４４ｇ，４４ｈは、洗剤ケース４２の開口縁部４２
ａよりも高い位置にあるので、洗剤によって見え難くなるのを防止することできる。特に
、投入洗剤表示部４４ｆ，４４ｇ，４４ｈは、シールによって形成されてあるので、洗剤
が付着し難いため、表示文字が見え難くなるのを解消することができる。たとえ、洗剤蓋
４４が汚れたとしても、軸部操作ノブ４４ｃを操作すれば、洗剤蓋４４を取り外して洗浄
することができるので、汚れを容易に落すことができる。
　また、洗剤ケース４２も洗剤ボックス４１に対して着脱自在なため、容易に洗浄するこ
とができる。
【００６３】
　図４に示すように、給水管Ｐ１から噴射される水は、給水口４２ｃから前方向（矢印ｂ
，ｃ方向）に噴射される。その際、給水管Ｐ１は、一般に使用されるφ１０の配管よりも
口径が、その二倍のφ２０の断面積の大きな配管を使用しているので、給水管Ｐ１から噴
射される勢いが、従来よりも低く抑えられている。これにより、水が噴射の勢いで上部の
開口部４ａ方向に噴き上がって、洗剤投入部４外に飛散するのを抑制することができる。
【００６４】
　その結果、万が一、洗剤ケース４２がなかったとしても、上方の洗剤蓋４４のパッキン
部材４４ｄが段差部４１ｅに弾接して洗剤投入部４内が密閉されているため、その外部に
水滴が飛散するのを防止することができる。
【００６５】
　図４に示すように、そのとき、給水口４２ｃから噴射された水は、平面視して、仕切板
４２ｏによって左右方向（矢印ｂ，ｃ方向）に二分されて、粉末洗剤投入室４０Ａと液体
洗剤投入室４０Ｂとを仕切板４２ｏの左右側面に沿って内底４２ｅ，４２ｆを流れる。
　そして、粉末洗剤投入室４０Ａ内の水は、時計回り方向に渦を捲くように流れながら、
流出口４２ｈと側口４２ｑから洗剤ボックス４１内に落下して洗剤送出管Ｐ３から外槽２
（図１参照）内に送られる。
【００６６】
　また、液体洗剤投入室４０Ｂ内の水は、反時計回り方向に渦を捲くように流れながら、
サイホン（図示省略）内に流れ込んで、内筒部４２ｋ内の流出口４２ｉから洗剤ボックス
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４１内に落下して洗剤送出管Ｐ３から外槽２（図１参照）内に送られる。
【００６７】
　そして、規定の水位まで給水されると、モータ（図示省略）が回転し、回転ドラム３を
回転させて洗いを開始する。洗いが終了すると、排水し脱水を行い、洗剤給水電磁弁１１
を開き外槽２内へ給水し、すすぎ工程を開始する。
【００６８】
　すすぎ工程は、通常２～３回行う。最後のすすぎ給水時に、制御装置（図示省略）が洗
剤給水電磁弁１１を作動させて給水管Ｐ２からソフト仕上剤投入室４０Ｃに給水する。
　また、手動的にすすぎ給水時に、洗剤蓋４４を開放してソフト仕上剤をソフト仕上剤投
入室４０Ｃに投入し、洗剤蓋４４を閉めて、ソフト仕上剤投入室４０Ｃに給水してもよい
。
　つまり、本発明は、口径の大きい給水管Ｐ１，Ｐ２を給水口４２ｃ，４２ｄに取り付け
ていることによって、給水口４２ｃ，４２ｄから噴射される水の勢いが適度に弱く規制さ
れ、また、洗剤投入室４０が洗剤蓋４４を閉じることで、パッキン部材４４ｄによって密
閉状態になるため、粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ、ソフト仕上剤投入室
４０Ｃに給水された水が外部に飛散したり、漏れ出すことがない。
　このため、ソフト仕上剤は、洗濯する際に、始めに洗剤投入部４内に投入しても、洗濯
の最中のすすぎ工程時に投入してもどちらでもよい。
【００６９】
　図４に示すように構成されたソフト仕上剤投入室４０Ｃの内底４２ｅに流れた水は、ソ
フト仕上剤投入室４０Ｃを平面視して時計方向に回転するように渦を捲いて、ソフト仕上
剤投入室４０Ｃ内のソフト仕上剤を水で希釈しながらサイホン（図示省略）内を通って洗
剤ボックス４１内へ流れて洗剤送出管Ｐ３内を通って外槽２内に供給される。
【００７０】
　すすぎ工程を終了すると、脱水を行い、洗濯を終了する。なお、洗濯機Ａが乾燥機能を
有する場合は、ここで乾燥運転が行われて衣類の乾燥工程を行ってから終了する。
【００７１】
　また、図３に示すように、洗剤蓋４４、洗剤ケース４２を洗浄する場合は、まず、軸部
操作ノブ４４ｃを右方向にスライド操作する。すると、洗剤蓋４４の左側の軸部４４ａが
洗剤蓋４４内に没入するので、洗剤蓋４４を引き上げれば、容易に取り外して洗浄するこ
とができる。
　洗剤ケース４２を洗浄する場合は、洗剤蓋４４を開けて、そのまま手で掴んで引き上げ
れば洗剤ケース４２を洗剤ボックス４１から取り外して容易に洗浄することができる。こ
のため、洗剤投入部４内を容易に清潔にすることができる。
【００７２】
　以上のように、本発明の第１実施形態に係るドラム式洗濯機Ａは、図１に示すように、
洗剤を投入する洗剤投入部４内に給水する給水口４２ｃ，４２ｄが、洗剤投入部４の高さ
寸法Ｈ内の壁部４２ｂに横設したことによって、給水ユニット５を洗剤投入部４の後方に
配置して洗剤投入部４上から避けた位置に配置することができるので、換言すると、上面
給水ではなく側面（背面）給水としたことで、その分だけ、洗剤投入部４の高さＨ（図５
参照）を低くできる。
　このため、本発明の第１実施形態は、洗剤投入部４の高さＨ（図５参照）を低くした分
だけ、洗濯機Ａの回転ドラム３や、洗濯物を回転ドラム３に出し入れする扉８との位置を
高い位置に配置して、洗濯物の出し入れを楽な姿勢で行えるようにすることができる。
【００７３】
　なお、特許文献１のような給水ユニットを洗剤ボックス４１の上部に設けて上面給水方
式にすると、その高さ分高くなり、回転ドラム３を上方に位置させることができにくくな
る。また、洗剤蓋４４に特許文献１のような給水ユニットを設けるとすると、高さが必要
になるとともに、洗剤蓋４４は回動する部材であるので、回動を繰り返すうちの劣化によ
る漏水などが懸念されるが、本実施形態の洗濯機Ａではそのようなことはない。
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【００７４】
［第２実施形態］
　次に、図７～図１３を参照して本発明に係るドラム式洗濯機Ｂの第２実施形態を説明す
る。なお、既に説明した構成は同じ符号を付してその説明を省略する。
　図７は、本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機を示す外観斜視図である。図８は
、本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤投入部への給水経路を示す要
部概略斜視図である。図９は、本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機における洗剤
投入部の分解斜視図である。図１０は、本発明の第２実施形態に係るドラム式洗濯機にお
ける洗剤投入部を示す要部斜視図である。図１１は、本発明の第２実施形態に係るドラム
式洗濯機における遮蔽板を示す図であり、（ａ）は背面図、（ｂ）は右側面図である。図
１２は、洗剤投入部の洗剤蓋を閉塞した状態のときの図１０のＸ－Ｘ線断面図である。図
１３は、洗剤投入部の洗剤蓋を閉塞した状態のときの図１０のＹ－Ｙ線断面図である。
【００７５】
　図７に示すように、第２実施形態は、特に、前記第１実施形態の洗濯機Ａの洗剤投入部
４に洗剤ケース４２の開口縁部４２ａに掛止され、サイホン４５のサイホンキャップとし
ての外筒部４３ｂ，４３ｃ（図９参照）を一体成形した遮蔽板４３を設けて、水滴が洗剤
投入部４外に飛散するのを防止した洗濯機Ｂであり、以下、詳細に説明する。
【００７６】
≪洗剤ケースの構成≫
　図９に示すように、洗剤ケース４２には、開口縁部４２ａの後側縁部には、後記する遮
蔽板４３の掛止部４３ａ（図１２及び図１３参照）が係合配置される切欠部４２ｎが形成
されている。
　切欠部４２ｎは、遮蔽板４３（図１０参照）の長手方向に長さに略一致する長さに形成
されて、遮蔽板４３の上端部が係合すると共に、前記掛止部４３ａが掛止されるように形
成されている。
　壁部４２ｂには、この後方側の壁部４２ｂに遮蔽板４３が配置され、遮蔽板４３で隠れ
るようにして二つの給水口４２ｃ（図１２参照）、給水口４２ｄ（図１３参照）が形成さ
れている。
【００７７】
＜給水口の構成＞
　図１２に示すように、左側の給水口４２ｃの前側には、給水口４２ｃの開口端から隙間
Ｌ１を介して遮蔽板４３の飛散防止板部４３ｄが斜め下方に向けて配置されている。この
ため、給水口４２ｃから前方向に噴射された水は、内底４２ｅに向かって下方に流れるよ
うになっている。
　図１３に示すように、右側の給水口４２ｄの前側には、給水口４２ｄの開口端から隙間
Ｌ２を介して前記遮蔽板４３が配置されている。このため、給水口４２ｄから前方向に噴
射された水は、内底４２ｅに向かって斜め下方に向かって流れるようになっている。
　図１０に示すように、洗剤ケース４２に形成された給水口４２ｃ，４２ｄ（図９参照）
の洗剤投入部４の内側には、給水口４２ｃ，４２ｄ（図９参照）から前方に向けて噴射さ
れた水の流れを内底４２ｅ，４２ｆ，４２ｇ方向に規制して指向させる遮蔽板４３が設置
されている。
【００７８】
≪サイホンの構成≫
　図１０に示すように、サイホン４５は、粉末洗剤投入室４０Ａ及び液体洗剤投入室４０
Ｂ内の内底４２ｆ，４２ｇに存在する水を外筒部４３ｂ，４３ｃ内に吸い上げて、その外
筒部４３ｂ，４３ｃ内にある内筒部４２ｋ，４２ｍの流出口４２ｈ，４２ｉから流出させ
るサイホン機構を構成するものである。このサイホン４５は、流出口４２ｈ，４２ｉを有
する内筒部４２ｋ，４２ｍと、この内筒部４２ｋ，４２ｍに隙間を介して被せた外筒部４
３ｂ，４３ｃと、を備えてなる。
【００７９】
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＜内筒部及び外筒部の構成＞
　図１０に示すように、内筒部４２ｋは、液体洗剤投入室４０Ｂの内底４２ｆから上方向
に向けて突出形成された円筒状の流出路であり、洗剤ケース４２に一体形成されている。
　内筒部４２ｍは、ソフト仕上剤投入室４０Ｃの内底４２ｇから上方向に向けて突出形成
された円筒状の流出路であり、洗剤ケース４２に一体形成されている。
　内筒部４２ｋ，４２ｍの外周部の下端部には、六つの補強リブが等間隔で放射方向に向
けて形成されて補給されている。
　外筒部４３ｂは、内筒部４２ｋに隙間（流路を形成する空間）を介して被せたサイホン
キャップであり、遮蔽板４３の下端部前側に一体形成されている。
　外筒部４３ｃは、内筒部４２ｍに隙間（流路を形成する空間）を介して被せたサイホン
キャップであり、遮蔽板４３の下端部前側に一体形成されている。このように形成された
外筒部４３ｂ，４３ｃは、内筒部４２ｋ，４２ｍから抜け難く、かつ、この部材を設けて
も部品点数が増加することがない。
【００８０】
≪遮蔽板の構成≫
　前記遮蔽板４３は、洗剤ケース４２の開口縁部４２ａに掛止され、給水口４２ｃ，４２
ｄから噴射される水の流れを粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ及びソフト仕
上剤投入室４０Ｃの各内底４２ｅ，４２ｆ，４２ｇ方向に向けて流れるように規制して、
水が洗剤投入室４０外に飛散するのを抑制する樹脂製板部材である。また、遮蔽板４３は
、前記したサイホン４５のサイホンキャップの役目を果たす二つの外筒部４３ｂ，４３ｃ
が一体形成され、サイホン機構の一部も兼ねている。
【００８１】
　このため、遮蔽板４３は、サイホンキャップが一体形成されていることによって、サイ
ホンキャップが水の水圧によって内筒部４２ｋ，４２ｍから抜け落ちるのを防止すること
ができると共に、部品点数及び組付工数を削減してコストダウンを図ることができる。
【００８２】
　図１１（ａ）、（ｂ）に示すように、遮蔽板４３には、それぞれ後記する掛止部４３ａ
、外筒部４３ｂ，４３ｃ、飛散防止板部４３ｄ、庇状突起４３ｅ，４３ｆ、係合溝４３ｇ
，４３ｈ、円弧状溝４３ｉ、補強部４３ｊ等が一体形成されている。
【００８３】
　図９に示すように、掛止部４３ａは、前記洗剤ケース４２の切欠部４２ｎに掛止される
部位であり、側面視して略逆Ｕ字状に形成されている。遮蔽板４３は、この掛止部４３ａ
を切欠部４２ｎに掛止することによって、洗剤ケース４２に取り付けられる。
　飛散防止板部４３ｄは、遮蔽板４３の上端部から斜め下方に向けて形成された平板状部
位であり、この飛散防止板部４３ｄの下端部に前記サイホン４５の外側半体を構成する外
筒部４３ｂ，４３ｃ（サイホンキャップ）が一体形成されている。
【００８４】
　図１１（ａ）、（ｂ）に示すように、庇状突起４３ｅ，４３ｆは、飛散防止板部４３ｄ
の前面部位から前方向に突出形成された側面視して逆三角形、縦断面視して略Ｕ字形状の
突起である。
　庇状突起４３ｅには、この庇状突起４３ｅ内に前記仕切板４２ｏ（図１０参照）の後端
部が挿入した状態に配置される係合溝４３ｇが形成されている。
　庇状突起４３ｆには、この庇状突起４３ｆ内に前記仕切板４２ｐ（図１０参照）の後端
部が挿入した状態に配置される係合溝４３ｈが形成されている。
　庇状突起４３ｆの後側上部には、前記係合突起４２ｔ（図９参照）の外側上面に係合す
る円弧状溝４３ｉが切欠形成されている。
　補強部４３ｊは、洗剤ケース４２の各洗剤投入室４０の内壁面に当接して支持する突片
であり、遮蔽板４３の各所を補強するための補強用リブとしての機能も果たす。
【００８５】
≪第２実施形態の作用≫
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　次に、遮蔽板４３を備えた洗剤投入部４内に水を吸水した場合について説明する。
　図１２に示すように、給水管Ｐ１から噴射される水は、給水口４２ｃから前方向（矢印
ａ方向）に噴射される。その給水口４２ｃの前側に遮蔽板４３が配置されていることよっ
て、水は、遮蔽板４３の後側面に当たって噴射の勢いを低下された後、遮蔽板４３にガイ
ドされながら斜め下方向（矢印ｄ方向）の内底４２ｅに向かって流れる。その水が、粉末
洗剤投入室４０Ａの開口部４ａ方向（上方向）に向けて噴射されて、洗剤投入部４外に流
れ出るのを抑制することができる。
【００８６】
　このため、たとえ、洗剤蓋４４を開放した状態のままであっても、給水口４２ｃから噴
射された水が、洗剤投入部４外に流れ出るのを抑制することができる。
　また、給水管Ｐ１は、一般に使用されるφ１０の配管よりも口径が、その二倍のφ２０
の断面積の大きな配管を使用しているので、給水管Ｐ１から噴射される勢いが、従来より
も低く抑えられている。これにより、水が噴射の勢いで上部の開口部４ａ方向に噴き上が
って、洗剤投入部４外に飛散するのを抑制することができる。
【００８７】
　本発明の第２実施形態の洗濯機Ｂは、洗剤投入部４内に遮蔽板４３を有することによっ
て、粉末洗剤投入室４０Ａ、液体洗剤投入室４０Ｂ及びソフト仕上剤投入室４０Ｃに給水
された水が飛散することがなく、また、サイホンキャップの機能を果たす外筒部４３ｂ，
４３ｃがその遮蔽板４３に一体形成されていることにより、水圧等により外筒部４３ｂ，
４３ｃが離脱することもないので、洗濯の最中であっても、適宜な時間に洗剤蓋４４の開
放と洗剤及び柔軟剤の投入とを可能にした。
　このため、ソフト仕上剤は、洗濯する際に、始めに洗剤投入部４に投入しても、洗濯の
最中のすすぎ工程時に投入してもどちらでもよい。
　また、サイホンキャップ単体は、小さいもので、紛失し易いが、遮蔽板４３と一体とな
っているので、その可能性が低くなる。
【００８８】
　図１３に示すように、給水管Ｐ２から供給された水は、前記同様に、給水口４２ｄから
前方方向に（矢印ｅ方向）に向けて噴射される。給水口４２ｄから出た水は、遮蔽板４３
に当たり、その遮蔽板４３の飛散防止板部４３ｄに沿って斜め下方向（矢印ｆ方向）の内
底４２ｅに向かって流れる。このため、給水管Ｐ２から噴射された水も、ソフト仕上剤投
入室４０Ｃ外に飛散したり溢れ出たりするのを抑制することができる。
【００８９】
　ソフト仕上剤投入室４０Ｃの内底４２ｅに流れた水は、図１０に示すように、ソフト仕
上剤投入室４０Ｃを平面視して時計方向に回転するように渦を捲いて、ソフト仕上剤投入
室４０Ｃ内のソフト仕上剤を水で希釈しながらソフト仕上剤投入室４０Ｃが水で満たされ
る。そして、内筒部４２ｍの頂上の流出口４２ｊから溢れ出すことでサイホン４５として
の機能を始める。そして、その水は、洗剤ボックス４１内に落下した後、洗剤送出管Ｐ３
内を通って外槽２内に供給される。
【００９０】
　また、図９に示すように、洗剤蓋４４、遮蔽板４３及び洗剤ケース４２を洗浄する場合
は、まず、軸部操作ノブ４４ｃを右方向にスライド操作する。すると、洗剤蓋４４の左側
の軸部４４ａが洗剤蓋４４内に没入するので、洗剤蓋４４を引き上げれば、容易に取り外
して洗浄することができる。
　遮蔽板４３及び洗剤ケース４２を洗浄する場合は、洗剤蓋４４を開けて、そのまま手で
掴んで引き上げれば洗剤ボックス４１から取り外して容易に洗浄することができる。この
ため、洗剤投入部４を容易に清潔にすることができる。
【００９１】
［変形例］
　なお、前記第１及び第２実施形態では、洗濯機Ａ，Ｂの一例として乾燥機能を備えてい
ないドラム式洗濯機を例に挙げて説明したが、洗剤投入部４を有する洗濯機Ａ，Ｂであれ
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【符号の説明】
【００９２】
　１　　　筐体
　１ａ　　洗剤投入部設置口
　２　　　外槽
　３　　　回転ドラム
　４　　　洗剤投入部
　４ａ　　開口部
　４０　　洗剤投入室
　４０Ａ　粉末洗剤投入室（洗剤投入室）
　４０Ｂ　液体洗剤投入室（洗剤投入室）
　４０Ｃ　ソフト仕上剤投入室（洗剤投入室）
　４１　　洗剤ボックス
　４２　　洗剤ケース
　４２ａ　開口縁部
　４２ｂ　　壁部
　４２ｃ，４２ｄ　給水口
　４２ｅ，４２ｆ，４２ｇ　内底
　４２ｈ，４２ｉ，４２ｊ　流出口
　４２ｋ，４２ｍ　内筒部
　４３　　遮蔽板
　４３ｂ，４３ｃ　外筒部
　４４　　洗剤蓋
　４５　　サイホン
　Ａ，Ｂ　洗濯機（ドラム式洗濯機、乾燥洗濯機）
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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